




はしがき 

 

 本書は、当研究所が平成２１～２２年の二年度にわたって行なった研究会事業「中国外

交の問題領域別分析研究会」の成果をまとめたものです。 

 

周知のとおり、今日、国際社会における中国の存在感は、急速に高まっており、軍縮や

気候変動などグローバル・イッシューの様々な分野においても、中国の一挙手一投足が大

きな影響力を持つようになっています。その「大国化」に伴い、中国の対外政策は多元化・

多様化の様相を深めてきているため、そのような中国外交の現状と将来を的確に把握する

には、様々な角度からの分析が必要となっていることが指摘できるでしょう。 

しかるに、これまでの中国外交に関する研究においては、中国と他国との関係を扱った

二国間関係の分析が多くを占める一方、安全保障や経済政策といった問題領域ごとのアプ

ローチは極めて少ないのが現状です。 

 こうした状況に対して、本研究プロジェクトは、中国外交の中でも特に重要な６つの政

策分野（多国間安全保障、核軍縮・軍備管理、対外イメージ（パブリック・ディプロマシー）

戦略、海洋権益・海洋権益、経済外交・地域経済協力、対外援助）をとりあげ、問題領域

ごとに分析を加えることで、中国外交の多角的な調査研究を行ないました。こうした試み

は、他に類を見ないオリジナリティに富むものであり、中国外交の総合的・全体的な理解

に大きな貢献をなしうるでしょう。 

 なお、ここに表明されている見解はすべて個人のものであり、当研究所の意見を代表す

るものではありません。しかし、こうした研究成果が、わが国の現代中国研究と外交実践

に多く寄与することを心より期待するものであります。 

最後に、本研究に積極的に取り組まれ、報告書の作成に尽力いただいた執筆者各位、な

らびにその過程でご協力いただいた関係各位に対し改めて深甚なる謝意を表します。 
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